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19．第二次世界大戦の勃発   1939－1941年
20．バルト諸国の占領   1939－1940年／フィンランドの冬戦争



























41．ソ連占領下のバルト諸国   1956－1985年
42．生活と文化
復習
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Ⅷ．対立の終焉
43．ソ連の弱体化とその影響力の低下
44．西が冷戦に勝つ
45．ペレストロイカ
46．社会主義世界体制の崩壊
47．ソ連の解体
48．生活と文化
復習
Ⅸ．世紀転換期の世界
49．対立の終焉による世界的影響
50．新しい世紀へ
51．イスラム世界の活発化と西との衝突
52．世界経済とグローバル化／環境
53．思考様式、日常、生活における変化
54．今後の世界は？発展の限界はどこにあるのか？
復習
注記
　本稿は、教育総合研究所プロジェクト研究課題「社会科教材の国際比較と教材案の作成――ヨーロッ
パ諸国を事例として」（2013－2014年度）の研究成果の一部である。教育総合研究所の関係者の皆様に
心から感謝したい。
１　ソ連時代には、エストニア人は民族としては認められていたが、国民としてはソ連人であった。
２　本稿では「ロシア語系住民」を、国籍や民族的帰属に関わりなく、日常的にロシア語を使用する
人びとを指す言葉として使用している。
３　ヨーロッパ統合の文脈では「社会統合」という語が使用される。
４　本稿ではこの変化を扱う準備はないが、90年代後半以降は、移住者の証言などを基に、複数の語
りに配慮して作成された資料集などが使われるようになっていることを変化のひとつとして挙げ
ることができる。
5　 社会統合を目的とした国家プログラム（第一次2000－2007年と第二次2008－2013年）は、国語の
習得と国籍の取得、それらを通じての社会参加を目的としており、国語教育を除いて教育への直
接的な言及はない。
６　チェコ人作家のミラン・クンデラが「誘拐された西欧」とするのは中央ヨーロッパである。ミラ
ン・クンデラ「誘拐された西欧――あるいは中央ヨーロッパの悲劇」里見達郎訳『ユリイカ』第
23巻第２号、1991年２月。
７　必ずしも、新制度への移行前に教育の質が保証されていたというわけではない。そもそも、エス
トニアの歴史教育は、1990年代も試行錯誤の中で行われてきた。移行後の問題としては、新学習
指導要領に準拠した教科書の不足や、歴史科目の必修単位の削減（７コースから６コース）が指
摘された。
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再国民化と脱国民化に直面するエストニアの歴史教育―教科書比較の視座から―
８　教科書の選択は学校ごとに行われる。
９　エストニア教育・科学省ホームページ参照（http://www.oppekava.ee）（2014年12月２日閲覧）。
10　自然地理は自然科に含まれる。
11　必須科目はエストニア語、数学、外国語の３つ。
12　エストニアのように、20世紀になってようやく独立国となった国にとって、それは本来的には不
可能であるが。
13　エストニアには25社程度教科書を出版する会社があるとされるが、筆者が首都タリンの主要書店
で見た限りは、ギムナジウム用の歴史教科書としてはアヴィタ社のもののみが販売されていた。
このことは、後述するエストニアの教科書市場の狭さと関係するものと思われる。
14　実際、現時点でギムナジウム用歴史副教材として市販されているのは、この少数の教科書執筆者
の代表であるマルト・ラールとラウリ・ヴァフトレによるもののみである。すなわち、ここで「過
半ないしそれに近い程度」としているのは、かなり控えめな評価である。
15　独立回復後のエストニアの国家建設がある種の歴史認識に支えられていたことについては、小森
宏美（2009）参照。
16　19世紀末以降の歴史を扱っている。
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